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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
高
校
生
等
に
対
す
る
自
衛
官
等
募
集
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
送
付
及
び
住
民
基
本
台
帳
情

報
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
①
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
適
齢
者
情
報
（
住
基
台
帳
の
四
情
報
）
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
衛
官
、

自
衛
官
候
補
生
等
の
募
集
に
関
し
必
要
な
資
料
と
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
を
含
む
直
近
五
年
間
に
お
い
て
、
市
町
村
（
特

別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
か
ら
全
国
の
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
全
国
の
自
衛
隊
地
方
協

力
本
部
が
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
を
通
じ
て
入
手
し
た
も
の
が
「
何
名
分
で
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
集

計
の
作
業
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
及
び
関
係
す
る
資
料
の
保
存
期
間
が
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
②
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
を
含
む
直
近
五
年
間
に
お
け
る
全
国
の
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
が
発
送
し
た
自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生

等
の
募
集
に
係
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
数
に
つ
い
て
は
、
集
計
の
作
業
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
及
び
関
係
す
る
資
料
の
保
存

期
間
が
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一



ま
た
、
お
尋
ね
の
地
方
公
共
団
体
が
発
送
し
て
い
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
数
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い

な
い
。

一
の
③
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
費
用
対
効
果
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、

市
町
村
の
長
か
ら
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
に
提
出
さ
れ
、
又
は
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
が
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
を
通
じ
て
入
手
し
た
自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
等
の
募
集
に
係
る
資
料
及
び
こ
れ
を
用
い
た
募
集
活
動
は
、
優
秀
な
人

材
の
確
保
の
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
の
①
に
つ
い
て

御
指
摘
の
防
衛
事
務
次
官
通
達
（
平
成
十
五
年
四
月
三
日
付
防
人
二
第
三
四
四
一
号
）
は
、
中
学
生
に
対
す
る
個
別
の
募

集
広
報
に
つ
い
て
は
、
当
該
中
学
生
の
保
護
者
又
は
当
該
中
学
生
が
就
学
す
る
中
学
校
の
進
路
指
導
担
当
者
を
通
じ
て
の
み

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
中
学
生
本
人
に
対
す
る
文
書
に
よ
る
直
接
の
募
集
が
直
近
五
年
間
に

お
い
て
行
わ
れ
た
例
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
②
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
四
情
報
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
自
衛
官
及
び
自

衛
官
候
補
生
の
募
集
対
象
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
市
町
村
の
長
に
対
し
、
中
学
生
の
氏
名
、
生
年
月
日
等
の
情
報
に
関
す
る

資
料
に
つ
い
て
提
出
は
求
め
て
い
な
い
。

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
が
、
必
要
に
応
じ
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
を
通
じ
て
入

手
し
た
資
料
を
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒
の
募
集
に
利
用
し
て
い
る
。

三
の
①
か
ら
③
ま
で
及
び
⑤
に
つ
い
て

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
と
の
調
整
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
当
該
募
集

事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

三
の
④
及
び
⑥
に
つ
い
て

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
と
の
調
整
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
当
該
募
集

事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、個
別
具
体
的
な
市
町
村
名
の
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
依
頼
を
し
な
か
っ
た
理
由
」
及
び
「
請
求
を
し
な
か
っ
た
理
由
」
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
地
方
公
共
団
体
が
行
っ
た
広
報
宣
伝
に
よ
っ
て
、
当
該
地

三



方
公
共
団
体
か
ら
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
係
る
資
料
を
取
得
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

三
の
⑦
に
つ
い
て

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
係
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
か
ら
一
定
の
理

解
を
得
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
そ
の
提
出
に
つ
き
協
力
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

四
の
①
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
募
集
事
務
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
防
衛
大
学
校
若
し
く
は
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
又
は
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒
の
募
集
は
、
都
道
府

県
知
事
又
は
市
町
村
の
長
が
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
法
定
受
託
事
務

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
募
集
に
関
し
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
の
長
が
任
意
で
協
力
す
る
こ
と
は
あ
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

四
の
②
に
つ
い
て

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
し
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
法
第
九
十
七
条
第
一
項
及
び
自
衛
隊
法

四



施
行
令
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
資
料
は
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

の
た
め
に
用
い
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
広
報
」
に
は
、
防
衛
大
学
校
若
し
く
は
防
衛
医
科
大
学
校
又
は
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
に
関
す
る
記
載
も
あ
る
が
、
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
当
た
り
、
当
該
「
広
報
」
に
応
募
者
の
便
宜
の

た
め
、
直
ち
に
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
と
な
る
方
法
に
加
え
て
、
所
定
の
学
校
を
卒
業
し
た
後
に
自
衛
官
と
な
る
方
法

を
も
併
せ
て
記
載
し
た
と
し
て
も
、
自
衛
隊
法
及
び
自
衛
隊
法
施
行
令
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

五
の
①
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
正
当
性
」
及
び
「
適
法
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
衛
官
及
び
自
衛
官

候
補
生
の
募
集
に
関
し
必
要
と
な
る
個
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
等
の
情
報
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
法
第
九
十

七
条
第
一
項
及
び
自
衛
隊
法
施
行
令
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
防
衛
大
臣
が
市
町
村
の
長
に
対
し
提
出
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

五
の
②
に
つ
い
て

自
衛
隊
法
第
九
十
七
条
第
一
項
及
び
自
衛
隊
法
施
行
令
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

に
関
し
必
要
な
資
料
を
市
町
村
の
長
が
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
に
提
出
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
遂
行
さ

五



れ
る
適
法
な
事
務
で
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
上
に
明
文
の
規
定
が
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
特
段
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

五
の
③
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
市
町
村
が
適
齢
者
を
抽
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
の
写
し
を
閲
覧
さ
せ
る
例
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
の
請
求
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
な
範
囲
で
の
閲
覧
に
限
定

さ
せ
る
趣
旨
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
年

自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
「
請
求
に
係
る
住
民
の
範
囲
」
を
明
ら
か
に
し
て
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
法
等
の
趣
旨
を
も
踏
ま
え
て
、
請
求
内
容
に
応
じ
適
切
に
対
応

し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

六
の
①
及
び
④
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
十
八
年
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、
何
人
で
も
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
れ
ま
で
の
閲
覧
制
度
を
廃

止
し
、
個
人
情
報
保
護
に
十
分
留
意
し
た
制
度
と
し
て
再
構
築
し
て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
つ
い
て
も
、
無
条

六



件
に
閲
覧
の
請
求
を
認
め
る
こ
と
と
せ
ず
、
法
令
で
定
め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
、
住
民

基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
自
衛
隊
法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
自
衛
官
等
募
集
事
務
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
法
令
で
定
め
る
事
務
」
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
該
当
し
、

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

六
の
②
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
請
求
事
由
」
に
つ
い
て
は
、
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
国
の
機
関
に
よ
る
統

計
調
査
等
の
調
査
研
究
が
あ
る
。

六
の
③
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
自
衛
官
等
募
集
事
務
」
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
法
令
で
定
め
る
事
務
」
に

該
当
し
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
の
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
地
方
自
治
法
上
の
是
正
要
求
等
の
措
置
」
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
例
に
則
し
て
判
断

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七


